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御津南部小学校 

校長室だより 

令和５年 12月 11日 

NO.３２ 
いのちをいただく意味につい考えた子どもたち 

 １２月４日（月）、本校教員の岩田充子先生を講師としてお招 

きし、絵本「いのちをいただく『みいちゃんがお肉になる日』」 

をお話していただきました。 

物語に出てくる食肉加工センターで働く坂本さんの、牛の命を奪うという仕事に対する苦悩、

大切に育てた牛を食肉として手放す時の女の子とおじいちゃんの辛くて悲しい気持ち、そして、

「いのちをいただく」ことの意味についてみんなで考えました。子どもたちは、真剣に考え、自

分の意見をもち、まわりにしっかりと伝えることができました。 

わたしたちは生き物の命をいただいて生きています。自分の命を無駄にしてはいけないという

気持ちや、命を大切にして一生懸命生きようという気持ちを強くもってほしいと思います。そし

て、自分にとって自分の命が大切であるように、他人にとってもその命は同様に大切なものであ

ります。「自分の命」と同じように、「家族の命・友だちの命・生き物の命」を大切にしてほしい

と思います。 

また、わたしたちは周りのものすべてに支えられて生きています。一人一人が自分や周りの命

を大切にできる、自分の周りのどんなものや、どんなこと、だれに対しても、やさしい気持ちを

決して忘れない人や社会にならなくてはとあらためて思い直す集会となりました。 

毎年１２月４日〜１０日は人権週間です。人権というのは、「すべての人が、生まれながらにし

てもっている幸せになる権利」です。幸せになる権利は、みなさんにも、校長先生にも、すべて

の人にあります。すべての人が幸せになるには、一人一人がまわりの人に対して、どう行動するのか

ということが大きく関係しています。この地球には、約８０億人もの人が住んでおり、御津南部小

学校にも、４８７人の子が生活をしています。人が支え合って生きていくために、それぞれが、何が

できるかを考える週間です。 

 －(略)－ ほくが話を聞いてわかったことが二つあります。一つ目は、どうぶつのいのちをも
らっていることです。もし、牛、ぶた、鳥、魚がいなかったら、ぼくたちは生きていけません。
ぼくはわかりました。みんなのおかげで生きているのだと。二つ目は、のこさず食べるです。ぼ
くは、なるべくのこさず食べるとけっしんしました！（２年） 
 
－(略)－ わたしは、たくさんの命をいただいて生きているんだなあと思いました。わたした

ちは、自分たちが生きていくために牛やぶたを殺すけど、戦争では、自分たちが食べるわけでは
ないのにたくさんの命をうばっているから、どうしてその命をうばうのかと思いました。命は、
みんな平等に大切なものなのに、それをいただいてわたしは生きているから、いろんな命に支え
てもらっているわたしの命を大切にして生きていきたいです。（６年） 



金曜日から個別懇談会 
金曜日から２学期末の個別懇談会が始まります。よろしくお願いいたします。学期に一度、保護

者の皆さんと顔を合わせて話す貴重な機会となります。２学期の学習や生活の様子を中心に、冬休

みの過ごし方や３学期に向けてのお話をすることになると思います。換気をしておりますので、寒

さ対策をしてご来校ください。また、ご多用の折、「学校アンケート」にご協力ありがとうございま

す。結果等については、後日、校長室だよりでお伝えさせていただきます。 

また、１学期同様、ＰＴＡ資源回収を運動場で行っています。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

12月７日（木）持久走大会が行われました。昨年から、コー

スが校外から校内に変わり、運動場のトラックを周回します。低

学年は６００ｍ、中学年は８００ｍ、高学年は１０００ｍです。

今年は、雨が少なく、かけ足運動がほぼ毎日できましたが、大会

当日も、風が少し吹いたくらいで、持久走日和となりました。 

９時００分、１年生がスタートしました。低学年の子たちは、

多くのお家の人が見守るなか、みんな、練習の時よりもずいぶん

張り切って、元気に走っていました。スタートダッシュがすばら

しく、しかも全員のスピードが最後まで落ちませんでした。 

中学年は、「友だちについていく」とか、「練習より気持ちよく

走る」など、自分なりの目標をもって参加している子が多くいま

した。距離も長くなり、自分でペースを決めて走り切っている姿

がすばらしいと感じました。８００ｍを一気に走り抜きました。 

高学年は、今までの経験を生かし、１０００ｍという長い距離

をどのように走るか、練習の時から自分で目標を決め、考えて走

っている子が多くいました。誰かに勝つとか負けるとかも大事で

すが、自分で決めた目標にどうやったら近づけるのかを考え、苦

しい中でも呼吸を整えたり、ペース配分やフォームに気を配った

りしていました。苦しいなかでも、最後まで力を振り絞って、懸

命に走り抜いた姿に感心しました。 

どの学年の人たちも、走り終わった後の、晴れやかな顔が印象

的でした。悔しい気持ちが残った人もいるでしょうが、苦しさに

負けずに最後まで走り切ることができたことに拍手を送ります。

残念ながら今回は体調が悪くて走れなかった人も含めて、みんな

で持久走大会を盛り上げてくれました。 

多くの保護者の皆様、地域の皆様の温かい声援のおかげで、み

んながんばることができました。ありがとうございました。 

体力づくりに、引き続き、取り組んでいきましょう。 


